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               論   文   の   要   旨 
東日本に分布する白亜系については古くから数多くの地質学的研究が行われてきたが、これらの研究では
堆積相や化石の産状などに注目したものは少なく、堆積環境の変遷などを明らかにするためには必ずしも十
分な資料が示されているとは言えない。本研究では東日本における代表的な白亜系の岩相層序・生層序を再
検討し、詳細な年代決定、堆積環境の変遷などを明らかにするために、岩手県に分布する宮古層群、福島県
に分布する双葉層群、茨城県に分布する那珂湊層群、千葉県に分布する銚子層群、関東山地に分布する山中
白亜系を調査地域として選び、地質学的再検討を行った。 
宮古層群は下位から羅賀層、田野畑層、平井賀層、明戸層と整合に重なり、ヒラナメ層が平井賀層と、崎
山層が平井賀層最上部～明戸層とそれぞれ同時異相の関係にあるとして区分した。アンモナイト化石などか
ら本層群の年代は Aptian～Albian と推定される。崎山層からは Aconeceras sp。や Pseudoleymeriella hatai
などのアンモナイト化石が得られた。これらの生層序学的検討から崎山層は平井賀層最上部～明戸層と対比
されることが明らかになった。明戸層からは層序学的に重要とされる二枚貝化石の Neithea matsumotoi が
得られた。本層群には 9 つの堆積相と、5 つの二枚貝化石群集が識別された。本層群の堆積環境は、羅賀層
は崖錘～扇状地、田野畑層は下部外浜～外側陸棚、平井賀層は下部外浜～外側陸棚、ヒラナメ層は下部外浜、
崎山層下部は内側陸棚、崎山層上部は下部外浜、明戸層は内側陸棚とそれぞれ推定された。 
双葉層群は下位から足沢層（浅見川部層、大久川部層）、笠松層、玉山層（小久川部層、入間沢部層）に区
分される。本層群の年代はイノセラムス化石などから Coniacian～Santonian と推定される。本層群から 10
の堆積相と 5 つの化石群集が識別された。本層群の堆積環境は浅見川部層は崖錐～扇状地、大久川部層は上
部外浜～内側陸棚、笠松層は氾濫原、小久川部層は氾濫原～網状河川、入間沢部層は外側陸棚とそれぞれ推
定される。  
山中白亜系は下位から白井層、石堂層、三山層に区分される山中層群と、下位から砥沢層、大仁田層に区
分される南牧層群からなる。本白亜系の年代は二枚貝化石などから Hauterivian～Albian と推定される。石
堂層からはテチス型の二枚貝化石とされる Scittila dericatostriataなどが得られた。さらに、本層群から 15
の堆積相が識別された。本白亜系の堆積環境は白井層は氾濫原、石堂層は崖錐～内側陸棚、三山層は海底扇
状地～外側陸棚、砥沢層は崖錐～扇状地、大仁田層は下部外浜～内側陸棚とそれぞれ推定される。 
銚子層群は下位から海鹿島層、君ヶ浜層、犬吠埼層、西明浦層、長崎鼻層に区分される。本研究では年代
決定に有効な化石は得られなかったが、先行研究により本層群の年代はBarremian～Aptianとされている。
酉明浦層からはテチス北方型の二枚貝化石の Portlandia sanchuensis が得られている。さらに、本層群に 5
つの堆積相が識別された。本層群の堆積環境を海鹿島層は海底扇状地上部～下部外浜、君ヶ浜層は内側陸棚、
犬吠埼層は下部外浜、酉明浦層は内側陸棚～外側陸棚、長崎鼻層は下部外浜と推定された。 
那珂湊層群は下位から平磯層、磯合層に区分される。本層群の年代はアンモナイト化石などから
Campanian～Maastrichtian と推定される。磯合層の礫岩中の珪質礫からペルム紀～ジュラ紀後期の年代を
示す放散虫化石が得られた。砕屑岩の供給源は西方のジュラ紀付加体を含んでいたと推定される。さらに、
本層群には 6 つの堆積相が識別され、本層群の堆積環境を海底扇状地と推定された。 
各地域の岩相層序・生層序を再検討し、推定された堆積環境の変遷などから、白亜紀の東日本においては、
Hauterivian から Albian にかけて海進をともなって山中白亜系が堆積し、 Barremian から Aptian にかけ
ては海進をともなって銚子層群が堆積したと考えられる。世界的にはこれらの時代を通じた海進が認められ
ないことから、この海進は堆積場の沈降などによる地域的なものであったと考えられる。その後、Aptian か
ら Albian にかけての海進期に宮古層群が堆積し、Coniacian から Santonian にかけての海進期に双葉層群
が堆積した。Campanian から Maastrichtian にかけて那珂湊層群が海底扇状地に堆積したと考えられる。  
 
               審   査   の   要   旨 
本研究は、東日本各地域の代表的白亜系分布地域において、詳細な地質図、ルートマップ、柱状図の作成
を行い、研究手法としてはきわめてオーソドックスではあるものの、精力的な地質学的再検討を行った。特
に堆積学の新しい観点（シーケンス層序学）に基づき、地層形成の場を詳しく復元し、さらにその時代的変
遷を明らかにした。得られた新しい地質学的資料を基に、日本国内、世界各地の白亜系との詳細な対比も試
みた。白亜紀は世界的な海水準の変動が報告されているが、調査検討地域では世界的な海水準変動として認
められるものと、ごく地域的な変動があることも確認した。これらの地域的海水準の変動はローカルなテク
トニクスによる基盤の変動であることを明らかにした。また本研究で得られた 12 目 73 科 98 属 145 種のア
ンモナイトや二枚貝等の大型化石、有孔虫や放散虫等の微化石の古生物学的な記載を行い、その群集構成か
ら群集の古地理的な検討を行い、古海流系の復元を試みた。本研究は東日本に分布する海成白亜系の岩相・
化石層序の改訂、堆積場と堆積環境の復元、さらに大型化石・微化石の分類学的検討等、日本の白亜紀研究
に大きな貢献を果たす研究であると評価される。 
平成 26 年 2 月 6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査を行い、本論
文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格と
判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
